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新 年 の ご 挨 拶 

 

亀戸労働基準協会支部 

支部長 池 上 正 浩 

 

皆様、あけましておめでとうございます。 

年頭にあたりましてひと言ご挨拶申し上げます。 

 

会員の皆様におかれましては、旧年中は当協会の活動・事業運営

に格別のご理解、ご協力を賜りましたことを改めて御礼申し上げま

す。また、日頃より賜っております亀戸労働基準監督署をはじめ各

団体からのご指導ご鞭撻に、心より感謝申し上げます。 

さて、令和 2 年を振り返ってみますと、（公益社団法人）東京労

働基準協会連合会に統合し（公益社団法人）東京労働基準協会連合会 亀戸労働基準協会支部とし

て初めて迎えた年でしたが、残念ながら新型コロナウイルス感染症に始まりその拡大で終わってし

まい、諸活動が制限されましたので統合の効果を十分に発揮できない 1年でした。 

そして、感染症は未だ収まることなく、本年 1 月 8 日に東京など 1 都 3 県に、1 月 14 日には大

阪など 2府 5県にも再度の緊急事態宣言が発令されるという、厳しい年明けになっております。罹

患された方々へのお見舞いと、お亡くなりになった方々に心からお悔やみを申し上げます。 

またこの状況は、経済への影響も強く懸念されるところです。日本社会のデジタル化の遅れが社

会生活の混乱を招いているとの論評もありますが、実体経済においても飲食店のみならず国民生活

全般や雇用情勢にも厳しさが増してくることが心配されます。ちょうど企業が働き方改革に取り組

み始めた矢先に、意図せず在宅勤務が始まり、テレワークが十分な準備がないまま奔流となって働

く方法や雇用形態すら変えるような大きなインパクトを社会全体に与えている一方で、エッセンシ

ャルワーカーと呼ばれる多くの国民は感染懸念の中でも従来通りの仕事に従事されています。 

このように例年とはまったく異なる社会情勢の中での令和二年の死亡災害及び死傷災害の発生

は、業種別にみても合計でも、数字のうえでは前年同期と比べ減っています。しかし、件数が増加

している数少ない業種の一つが保健衛生業でありその死傷病率の増加率が群を抜いて高いことが、

コロナ禍で経済活動は停滞し、反対に医療環境の厳しさは増していることを如実に物語っています。

長期間、日夜ご奮闘されている医療関係の皆様方には、ただただ頭が下がる思いで一杯です。 

このような中で本年、東京労働局は最重点項目を 5項目掲げています。1項目目は長時間労働の

是正。2 項目目は雇用維持への啓発活動。3 項目目は中小企業の最低賃金引上げの環境整備。4 項

目目は建設業、商業、保健衛生業などのサービス産業、高齢者の労働災害防止の推進とメンタルヘ

ルス対策の促進。そして最後の 5項目目は労働保険制度の適切な運営となっております。 

東京労働局のこの運営方針に沿って、当協会支部といたしましても会員の皆様のお役に立てるよ

う講習会、実務講座や研修、ホームページの内容と機能の充実に努めてまいりたいと考えておりま

す。今後も亀戸労働基準監督署を中核として、関係行政機関、東京労働基準協会連合会をはじめ、

諸団体の皆様や江東地区の事業所の皆様と一丸となり「Safe Work Tokyo」のロゴマークの下、い

っそう充実した労働安全衛生推進活動を進めてまいりたいと思います。 

会員の皆様には、引き続き一層のご支援をお願い申し上るとともに、新型コロナが終息に向かい

この一年がよりよい年になりますよう、皆様のご健勝とご発展を祈念いたしまして、新年の挨拶と

させていただきます。 

 

  



 

新 年 の ご 挨 拶 

 

 

亀戸労働基準監督署 

署長 戸 谷 和 彦 
 

 

新春を迎え謹んでお慶び申し上げます。 

東京労働基準協会連合会亀戸労働基準協会支部並びに会員の皆

様には平素より労働基準行政の推進につきまして、格別のご理解

とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で経済は大きな打撃を

受け、市民生活もかなりの制約を受けました。本年に入ってからも2回目の緊急事態宣言が出され、

先行きが不透明な状況が続いております。 

こうした中、3密を避ける新たな生活様式が労働者の働き方を大きく変えつつあります。 

このような状況下においてこそ、誰もが活躍できる「一億総活躍社会」を実現するため、長時間

労働の抑制、同一労働同一賃金など雇用形態に関わらない公正な待遇の確保に向けて「働き方改革」

を継続して推進する必要があります。 

また、ウィズコロナの新しい働き方としてのテレワ－クが広がりを見せる中、情報通信技術を活

用した働き方は雇用契約に限らず拡大しており、雇用契約によらない働き方や副業・兼業が広がる

可能性が高まっています。 

本年、亀戸労働基準監督署では、江東区で働く方々が安心して安全に働くことができるように、

新型コロナウイルス感染症防止対策を確実に講じた上で、次の施策を中心に取り組んでまいります。 

① 働きやすい職場環境を実現するため、長時間労働の是正及び過重労働による健康障害防止に

向け、引き続き監督指導を徹底してまいります。 

② 働き方改革関連法が全ての企業にしっかりと浸透するように周知に努めます。 

③ 大量整理解雇等のおそれのある事業場を把握した場合には、雇用維持に努め、関係法令が遵

守されるよう啓発活動を実施してまいります。 

④ 安全衛生対策については、建設業、道路貨物運送業、保健衛生業を中心とした産業に対する

労働災害防止の取組を一層進めるとともに、増加する高齢者の労働災害防止のための取組の

推進を図ってまいります。 

⑤ 最低賃金の周知及び履行確保のための監督指導等を実施いたします。 

⑥ 労働保険制度の適正な運営、労働保険未手続事業場一掃対策の推進や労働保険料の適正徴収

に引き続き取り組んでまいります。 

こうした施策の推進には、池上支部長をはじめ、会員の皆様のお力添えが必要不可欠でございま

す。引き続きのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、貴会及び会員の皆様方の今後の益々のご発展とご健勝を祈念致しまして、

簡単ではございますが、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

  



 

 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 
 
 
 
 



 

 

  



 
 
 
 

行 事 予 定       

 
 

 

１ 労災保険関係実務講座（亀戸・江戸川労働基準協会支部共催） 

(1) 日 時 令和３年２月２４日（水）午後２時００分～午後４時００分 

場 所 江東区亀戸文化センター（カメリアプラザ）５階 第２研修室 

(2) 日 時 令和３年２月２６日（金）午後２時００分～午後４時００分 

場 所 江戸川区船堀４－１－１タワーホール船堀 ４階  研修室 

２ 令和３年度定期総会 

日 時  令和３年５月１４日（金）午後４時３０分～ 

場 所  アンフェリシオン 

 

 

 

 

 

 

 

謹 賀 新 年 

 

 支 部 長  株式会社 フジクラ         池 上 正 浩 
副 支 部 長  株式会社 ＩＨＩ          宮 田   真 

副 支 部 長  トーヨーカネツ 株式会社      岡   征 雄 

副 支 部 長  株式会社 竹中工務店 東京本店   奥 田 健 史 
顧    問  株式会社 竹中工務店 東京本店   石 田 泰 巳 

                         外 役 員 一 同 

                               事 務 局 
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